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【研究プロジェクト名および概要】 
 I. 脳腫瘍の病態と治療に関する研究  
     1.  悪性グリオーマの病態解析と新規治療法の開発   
     2.  悪性グリオーマ以外の悪性脳腫瘍（中枢神経原発悪性リンパ腫、髄芽腫、AT/RT など）の 
    分子生物学的特性の解明と新規治療法の開発 
    3.  熊本県における脳腫瘍の疫学 
 
   II. 脳血管障害疾患の病態と治療に関する研究 

1. 脳卒中（脳虚血や脳出血）における神経細胞死のメカニズムとその治療法の開発 
2. 血管内治療における塞栓物質とその治療法の開発 
3. 脳血管障害の疫学   

    
  III. 大脳基底核疾患の病態の解明と治療に関する研究 

1. 大脳基底核神経回路網形成機構の解明  
2. 脳深部刺激装置を用いた大脳基底核疾患の治療  

 
  IV. 視床下部・脳下垂体疾患の病態と治療に関する研究 

1. 機能性下垂体腺腫におけるホルモン産生メカニズムの解明と治療法の開発 
2. 嚢胞性疾患における嚢胞形成機序の解明と根治的治療法の開発 
3. 間脳・下垂体部腫瘍の疫学 

   
  V. てんかん脳の病態・機能解析 
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【特殊技術・特殊装置】 
 1.  細胞培養 

   クリーンベンチ、CO2 インキュベーターなど 
 2.  神経細胞初代培養 
 3.  脳組織スライス器官培養 
 4.  遺伝子工学機器 
   DNA-sequencer, DNA-thermal cycler, PCR など 
 5.  位相差顕微鏡、共焦点レーザー顕微鏡 
 6.  組織解析法全般 
   一般染色、免疫染色、蛍光染色 
 7.  動物実験機器 
   脳血流計、定位脳手術装置、血圧計、血管撮影装置、麻酔装置など 
 8.  生化学研究機器 
   遠心機、恒温槽、Western Blot 用機器など 
 9.  手術用ナビゲーション装置 
 10. 定位脳手術装置 
 11. 神経電気生理記録装置 
 12. 手術用内視鏡装置 
  紫色半導体レーザー装置（術中蛍光診断装置） 
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＃１．【グローカル脳神経外科-1】悪性脳腫瘍のグローカルな治療法開発  
武笠 晃丈 
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